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DuMA ニュースレター                                ２０２２年１１月２８日 

ここ１週間の世界の地震活動 

 １１月２１日にインドネシア・ジャワ島西部でマグニチュード 5.6の地震が発生しました。２６日の時点で

310人の死亡が確認されています。マグニチュードは 5.6 と決して大きな地震では無いのですが、やは

り建物の耐震性が被害を大きくしています。日本の震度階で言えば最も大きく揺れた地域では震度５強

とか６弱位であったと推察されます。改めて耐震補強の重要性が確認される出来事かと思います。 

 また、日本時間の 11月 22日(火)11時 03分頃、南太平洋のソロモン諸島でマグニチュードが 7を超

える地震が発生しました。地震の規模と発生した深さから、太平洋津波警報センター（PTWC）はソロモ

ン諸島やパプアニューギニア、バヌアツで津波発生の可能性があると発表しました。幸い、震源地近傍

でも津波被害は発生しなかったようです。現地では、厳密な比較はできませんが、日本の気象庁震度

階級に換算すると震度 4から震度 5強程度に相当する揺れが生じた可能性があるとの事です。 

 

米国地質調査所（USGS）による過去一週間のマグニチュード 4.5 以上の地震 

（日本時間２７日９時から過去７日間の地震。オレンジ色は過去 24 時間以内に発生した地震） 

 

東北地方海域の地下天気図® 

１０月１７日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュ

ード７クラス（６．５以上）の地震を対象とした解析です。 

今週号は１１月２５日時点の M タイプ地下天気図をお示しします。L タイプ、M タイプとも、そのパター

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

ンはよく似ている事が確認されました。そしていずれの地下天気図でも宮城県沖や青森県沖に静穏化

している地域が認められます。特に青森沖では、前回の解析から、地震活動静穏化が進行したようです

（より青い領域が広くなり、かつ色も濃くなった）。 

 

参考までに、２０２２年９月と１０月の地下天気図を以下に再掲します。 

 

静穏化は消長を繰り返していますが、青森沖およびこれまで触れていませんでした岩手県周辺での地

震活動静穏化が目立つようになりました。 
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次にお示ししますのは、宮城県沖のアウターライズと青森県沖における静穏化時間変動のグラフで

す。 

 

 

 これまでの経験則では、将来発生する地震の多くは、静穏化の中心ではなく、静穏化領域の周辺部

で発生しています。また発生時期については、静穏化の最中（最盛期）に発生するより、静穏化が一旦

解消した後に発生する事が多いという結果になっています。 

 経験則からは、発生時期はもう少し先という事が言えますが、いずれにせよこれらの地域で、地震活

動静穏化の異常が発生している事を心に留めて頂ければと思います。 
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